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何故 欧州？

=> 再エネ課題先進国
再エネの課題とは？

=> 気象由来の間欠性

フレキシビリティーの重要性とは？

=> 再エネと電化の増加で、需給両サイド
の変動制(Volatility)と不確実性(Uncertainty)
が増す中、需給のバランス取りにはより柔軟
な調整手段が必要。



本日のテーマ～はじめに

• 地球温暖化対策の今後も主役であり続けるであろう太陽光発電と風力発電の間
欠性課題、即ち、ボラティリティー（Volatility）と不確定性(Uncertainty) 課題
に対して、欧州では、より実需給直前までバランシングを行うための「電源フ
レキシビリティー付与対策」を様々な角度から実施しています。

• 本日は、フレキシビリティー付与対策について、従来型の供給調整と需給調整
に加え、よりマクロな「電力市場設計」とよりミクロな「デジタル技術活用」
の二点を加え、欧州の最新事情についてご紹介して参りたいと存じます。

• 再エネ導入先行課題先進国ともいえる国々が複雑にカップリングし合う欧州の
現状事例紹介から、日本のマクロ・ミクロ両視点から今後の対応のヒントが少
しでも想起されれば、望外の幸せに存じます。

Volue 合同会社 松本健一



本日のアジェンダ：

１）欧州エネルギーミックスの現状と見通し

２）フレキシビリティーについて

３）欧州の直近の２つの制度・ルール変更

４）デジタルフレキシビリティー事例紹介



• 年における再エネ発電割合は を超え、
欧州全体消費量 の約半分に到達している。

• 年に過去最大の に迫る風力発電により、
原子力発電がチャレンジに晒されている。

• 太陽光発電は、前年比増加率が過去最大の約 ％に到達。

• それでも石炭発電は を維持している。

• ガスは「フレキシブル電源」として重要、且つ、大きく寄与
していると共に、将来における電力価格の最も重要なプライ
スシグナルとなる。

2024年における欧州のエネルギーミックス:
The green shift will soon reach 50% new renewable share!
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欧州における今後の再エネ発電量の見通し (Volue調べと予測）
Volueの予測では、今後12年間で倍増する一方、2026年には電源消費量の50％に達する見通し。

• 再エネは毎年 以上のペースで積み上がる

• 再エネ電源は 年で倍増の勢い

• 再エネは、来年にはシェア に達する可能性有り

• 原子力とフレキブルガス発電は、再エネとせめぎ合い、
再エネ比率が ％水準で頭打ちになる可能性有り

年までの欧州での再エネ発電量見通し 年までの消費に対する再エネ比率見通し



本日のアジェンダ：

１）欧州エネルギーミックスの現状と見通し

２）フレキシビリティーについて

３）欧州の直近の２つの制度・ルール変更

４）デジタルフレキシビリティー事例紹介



１）フレキシビリティー電源について：

供給側
フレキシビリティーの強化

需要側

フレキシビリティーの強
化

負荷追随性強化
のための

市場設計とルール整備

フレキシビリティー強化
のための

デジタル化環境整備

前日再エネ発電計画

直前再エネ発電予測 ↓

供給フレキシ
ビリティー

下げ
需要フレキシ
ビリティー

直前再エネ発電予測 ↑

前日再エネ発電計画

上げ
需要フレキシ
ビリティー

供給フレキシ
ビリティー

新規フレキシビリ
ティーの創出

潜在フレキシ
ビリティーの抽出



供給側
フレキシビリティー

需要側
フレキシビリティー

市場設計
ルール整備

デジタル化
技術環境

1a+1d+1c)供給側フレキシビリティー

気象依存
間欠電源

（変動と不確定性）

応答俊敏性

系統用蓄電池

陽水発電

一般水力

ガス・油エンジン

各種大型火力

石炭
バイオ

～ 供給ポートフォリオの上げ下げ＝＞対負荷最適化対応の必要性



供給側
フレキシビリティー

需要側
フレキシビリティー

市場整備
ルール設計

デジタル化
技術環境

蓄電池

1b+1c) 需要側フレキシビリティー (DR)

デマンド・レスポンス（ ）

大口需要家負荷設備

ローカルエリア
エネルギーコーディネーション

～ 需要ポートフォリオの上げ下げ



供給側
フレキシビリティー

需要側
フレキシビリティー

需給
バランス
達成義務

需給
バランス
達成動機

需要側フレキシビリティー（DRデジタル構成）

＜アグレゲーター例＞

効用

負荷のシフト

への需給調整

へのローカル
フレキシビリティー

送
電
網

クラウド・インターネット デジタル技術で
フレキシビリティーを統合管理：

• 需要抑制（下げ

• 需要創出（上げ ）

• 負荷時間帯シフト

• 電力トレーディング

• 充電

• 住宅屋根置き太陽光販売時間

気象予測
市場価格予測

再エネ発電予測
電力需要予測

電力取引



供給側
フレキシビリティー

需要側
フレキシビリティー

市場設計
ルール整備

デジタル化
技術環境

1b+acd) 配電需要側ご近所フレキシビリティー

ローカルエリア（ご近所）
エネルギーコーディネーション

スマホで の充電状況（ や、
蓄電推奨時間をサービス事業者が提供。

ノルウェー
電力市場東部
地域スポット価格予測

参考：ノルウェーでは１９の プロジェクトを実施中



供給側
フレキシビリティー

需要側
フレキシビリティー

市場設計
ルール整備

デジタル化
技術環境

1c+1d) 市場設計・ルール整備（イントラデイ活性化）
ドイツの 市場とノルウェーの 電力取引所では、
「再エネの間欠性、即ち、変動制と不確実性の解決策」として、
のイントラデイ（時間前）市場の役割を一丁目一番地として強調している。

再エネ間欠発電の増加により、前日スポット 後の需給バランスを取ることがよりチャレン
ジングになってきている中、イントラデイ市場取引への関心が過去に無く高まっている。

和訳：

イントラデイマーケットは、主に次の
目的で主に使われている：

再エネ電源を補うフレキシビリティーの出し手として

和訳：



：

のイントラデイ取扱量 ～

補足資料１） イントラデイ商品拡大の軌跡（ 年～ 年

のアルゴトリズムトレーディングソ
フトウェア（ ）の２０２２年の

シェアは２８％の 。

イントラデイ取引拡大を支える
アルゴリズムトレーディング



Note：The data on intraday trading in the Nordics and Central Europe shown here has been gathered from a range of different sources where the annual reports of EPEX and Nordpool has been the 
most reliable (Nordpool changed the way they count volumes in 2020 which also complicates things). Therefore, please consider this data as illustrative reference only.
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月

年
月

年
月

年
月

年
月

年
月

の一日当たりのオーダー数は、
取引量以上に伸びている。即ち、
少額のトレードが伸びている。

（単位：百万）

の一日平均オーダー数推移（単位：百万）

補足資料２） イントラデイオーダー数の増加と 利用の拡大

連携：
約 の 会員の殆どが、 が提供して
いた からソフトウェアを利用した
連携に切り替えている。

アルゴトレーディングを支える
連系デジタルインフラ



補足資料 ） のイントラデイ市場拡大の軌跡（ 年～ 年

の （時間前）市場は、 年に特に大きく伸びている。
水力発電が豊富な北欧諸国は、フレキシビリティーについて物理的供給の最適計画化で十分と
考えていたが、「市場価格ベースの発電計画最適化と自動・アルゴトレード」の浸透を見て、

北欧の電力事業者が一斉に
の収益化に舵をきった。

イントラデイ取引拡大を支える
アルゴリズムトレーディング

のアルゴトリズムトレーディング
ソフトウェア（ ）の２０２２年の

シェアは４５％の１６ 。



欧州の時間前市場では、オークションとザラ場共に取引量が急増している。

補足資料４）欧州における国別の時間前市場伸び率（オークションとザラ場）

青グラフ：オークション
薄紫グラフ：ザラ場
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回にオークションを統一
（ 年６月より）



①FCR一次調整力月間収入と②イントラデイの月間収入比較）

補足資料５）欧州では系統用蓄電池事業者による時間前取引利用が伸びている。

① ②

蓄電池アルゴ
トレーディングが
欧州では伸びている



本日ご説明の内容：

１）欧州エネルギーミックスの現状と見通し

２）フレキシビリティーについて

３）欧州の直近の２つの制度・ルール変更

４）デジタルフレキシビリティー事例紹介



Pan-European Intraday Auction(IDA)について（市場設計とルール整備）

ヨーロッパで国ごとに既にあったイントラデイオークションは、ドイツを除き全体的に流動性が低かっ

たため、今年6月に、ヨーロッパの38エリア(イギリス・スイスを除く)を網羅するPan-European Intraday 

Auction (IDA)が導入された。EUは、再エネのもたらす不確実性に対するIDAの必要性を強く主張している。

（以下抜粋）
～イントラデイ市場の将来設計

①



A）欧州統一時間前オークション（IDA)制度の導入により期待されるメリット：

‐ 時間前取引の流動性の向上と、それによる再エネ間欠電源に対するバランシング効果の向上。

‐ エリア間送電容量の算定方式の統一と送電容量の配分を調和し、適切な価格シグナルを生み出せる。

‐ クロスボーダー取引の機会増強に資する。

B）時間前オークションとザラバ方式時間前との間の、取引時間ルールの変更対応について：

ザラバ方式の時間前市場では先着順で容量が割り当てられるのに対して、時間前オークションでは、オーク

ションへの入札ごとのマッチングと広域内の容量が同時に配分され、各プライスエリアの精算価格が決定する。

これにより、一日の中で時間前オークションが行われるたび(つまり一日3回)、ザラバ方式時間前取引はオーク

ションの前後で最大40分間停止される。(ゲートクローズの20分前とオークションが行われている間の20分間)

制度変更

ルール変更

要すれば、より多くのオークションが開かれることで、流動性が向上し、
時間前取引が増加するとともに、国境を越えた取引が増加することとなる。



Volueは新ルールの導入に際し、まず初めに、時間前取引で最も流動性の高い

ドイツの価格予測モデルを調整した。

引き続き、ドイツ以外の欧州37エリア向けにも予測プラットフォームの調整を

行なっており、2024年末までに完了の予定。

Volueは、これまでのところ、38エリアで一日3度行われるオークションによって生み出される膨大なデータ

をInsight価格予測システムに格納し、それらに基づく1000以上の新たなカーブを作成した。

これにより欧州版 Insightシステムの利用者は、APIで上記追加各種データを取り込むことが可能となった。

Insight欧州版では、現状実績値のみを提供しているが、今後は各オークションの予測機能の開発を進める。

C）市場設計とルール変更に伴い、Volueが行った/行っている欧州版Insightシステムの変更：

供給側
フレキシビリティー

需要側
フレキシビリティー

市場設計
ルール整備

デジタル化
技術環境

制度＆ルール変更

デジタルシステム変更

「データの利活用環境」の一層の
向上に向け、取り組みを継続中。
（ ビジネスモデルの利点）



Flow Based Market Coupling(FBMC)について（市場設計とルール整備）

FBMCは、ヨーロッパのプライスゾーンのcoupling processであり、接続容量を算定し配分される仕組

みです。（日本では、ＯＣＣＴＯによるＮＴＣ方式で接続容量を算定）

2015年に西ヨーロッパ(CWE)で最初に導入され、2022年に東ヨーロッパ(CEE)と東南ヨーロッパ(SEE)

に拡大されました。さらに今年の10月から北欧地域へ拡大が予定されています。

プライスゾーンのcouplingの要素として、稼働停止情報や発電量予測等のパラメータが考慮されおり、

それらのパラメータはflow-basedのドメインに集約され、プライスゾーンごとの制約が確定した上で

market couplingが算定され、プライスゾーンごとの容量が配分されます。最終的な連系線の潮流は、

ここで算出されたmarket coupling内の入札結果によって決定されます。

FBMCの導入により、欧州の電力市場の協調性が高まるとともに、欧州全体の再エネ発電の最適化・

最大化が後押しされることになります。

具体的には、FBMCの範囲内にある国同士の送電が促進され、結果として全体のコスト削減につなが

ります。また、FBMC内の様々な容量に関連するデータが取得できることで透明性が高まるとともに、

変動電源である再エネによる電力供給の管理に役立つことになります。

②



日本では、各潮流の容量算定にはNTC方式がとられており、FBMCのようなマクロのアプローチではなく、

OCCTOによって、それぞれのプライスゾーンの境界や連系の方向ごとに決められます。また、取得でき

るデータも限られているため、連系の容量算定において欧州とは大きく異なるのが現状です。

FBMCに関するVolueの取組み

すでにFBMCが導入されているCWE、CEE、SEEにおいては、SpotExのモデル内で対応済みですが、 この

秋に導入される北欧向けのFBMCについては、過去7か月間、Internal Parallel Runとして内部テストと調整

を続けて参りました。これにより、今年の10月に北欧向けのFBMCが開始されると同時に、予測される価

格形成パターンの変化にも適応できる見込みです。

制度＆ルール変更

デジタルシステム変更



本日ご説明の内容：

１）欧州エネルギーミックスの現状と見通し

２）フレキシビリティーについて

３）欧州の直近の２つの制度・ルール変更

４）デジタルフレキシビリティー事例紹介



はじめに：デジタル技術/ソリューションの＊定義をしたいと思います。

②ソフトウェア（ 他より）
デジタルサイエンスとは、①データ・サイエン
スともいえる。（ より）

③計算式

ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア

＊デジタル技術とは、
①＋②＋③と考えると
漏れは無い様に思える。
よってデジタル技術は、
データと計算式とソフト
ウェアの３要素を持つものを
デジタル技術と定義しました。



１）ここまで、再エネ電源の間欠性がもたらす
変動制（ ）と不確定性（ ）
対策には、電源需給両サイドのフレキビリティー
の活用が重要で、フレキシビリティーの強化のために、
欧州では「市場とルールの設計・変更」と「デジタル技術の活用」が積極的に
行われてきていることをご紹介して参りました。

２）最後に、データ・アルゴリズム（計算式）・ソフトウェアを様々な形で組み込んで
活用しているデジタルソリューションについて、下記の電力事業意思決定・運用
プロセスに照らしながら、方法論や事例のご紹介をさせて頂きます。

供給側
フレキシビリティー

需要側
フレキシビリティー

市場設計
ルール整備

デジタル化
技術環境

分析・予測 収益最適化計算
（計画とデスパッチ）

・収入最大化
・効率化
・費用最小化

・電力消費
・再エネ発電量
・残余需要
・気象・流量予測

電力取引
（将来は、 取引を含める）

・現物取引
・先物取引
・燃料とのスプレッド取引
・その他（デリバティブ他）

社内外との コミュニケーションを含む、自動化 基盤

スポット
現
物
マ
ル
チ
マ
ー
ケ
ッ
ト

時間前

需給調整
１次、２次 ①②
３次①②

アルゴ取引

フレキシビリティー強化のためのデジタルソリューション事例の紹介



は、予測・最適化・電力取引のバリューチェーン上の様々な
計算やシミュレーションを行うソフトウェアと、それらを社内外と
やりとりする自動化とアルゴ取引ソフトを提供しています。

予測 収益最適化 電力取引

（含、アルゴ取引）プロセス横断自動化

欧州では：
•

•

•

アルゴ取引

スポット

時間前

需給調整市場

の業務一貫デジタルソリューションは、フィジカルでファンダメンタルです。

＆



フレキシビリティーを生む
デジタル・ソリューションの具体例

の実用中事例より）

データ、計算式（アルゴリズム）、ソフトウェア
の３観点でチェックして参ります。



フレキシビリティーを生む
デジタル・ソリューション事例紹介

主に、 の欧州事例を用いて）

ファンダメンタル予測
～需要、再エネ発電、雪解・降水流入量等
価格予測
～ 日先、 年先、 年先（欧州）
発電収益最適化（短期、中期）
～市場価格に対する最適化、負荷に対する最適化
電力取引プロセス自動化
イントラデイ取引アルゴリズム



例：集水域のモデリング

モデルカリブレ―ション

ファンダメンタル予測領域：
電力需要、太陽光発電量、
風力発電量、残余需要、
集水域への流入予測等。

予測方法（短期・中期）：
気象の複数生データと、その
コンビネーションに基づく、
各種アナリスト意見と機械
学習。その他確率論的分析。
（各種燃料、外国為替、設備
群のメリットオーダー等）

推算方式： モデルを下に
プロジェクトを通じ完成

気
温
デ
ー
タ

地
形
デ
ー
タ

確率論処理

各所からの流入をソフトウェア上でモデル化＝＞

計
算
式

最新降水量予測を初期値に代入

流入予測



フレキシビリティーを生む
デジタル・ソリューション事例紹介

主に、 の欧州事例を用いて）

ファンダメンタル予測
～需要、再エネ発電、雪解・降水流入量等
価格予測
～ 日先、 年先、欧州では 年先（欧州）
発電収益最適化（短期、中期）
～市場価格に対する最適化、負荷に対する最適化
電力取引プロセス自動化
イントラデイ取引アルゴリズム



送電

気象ドリブンアナリスト介入
機械学習モデル

メリットオーダー
モデル＆シナリオ

送電予測欧州モデルの改造
（市場分断予測）

例：北陸から関西

例：中国から九州



Power 
Price

価格予測ロジックの一断面～継続改善プラットフォーム

日々、５０名を超える、気象・電力市場アナリスト、LNG/石炭 アナリスト、データサイエン
ティスト、ソフトウェア開発者、I T エンジニアが、日本の予実管理と改善検討を行っています。

係数や混合比重を
人間系と機械学習の
両睨みで日々精査。



デジタル技術連系：データ、モデル、シミュレーション、 通信、
最適化、シミュレーション、 カーブ生成、機械学習他で構成。

静的データ
動的データ
連系

パイソン対応
エクセルアドイン
目的活用

例：系統用蓄電池のオペレーションは、
無人化・高速システムが事業性に不可欠



フレキシビリティーを生む
デジタル・ソリューション事例紹介

主に、 の欧州事例を用いて）

予測（ファンダメンタル予測）
～需要、再エネ発電、雪解・降水流入量等
予測（価格）
～ 日先、 年先、欧州では 年先まで
発電収益最適化
～市場価格に対する最適化、負荷に対する最適化
電力取引プロセス自動化
イントラデイ取引アルゴリズム



最適化対象「発電ポートフォリオ」

CONFIDENTIAL
「Smart Power」の現在の完成形

先物

スポット

調整力

時間前
イントラデイ

等

各
種
火
力
・
風
力
・
水
力
・
蓄
電
池
・
揚
水
・
太
陽
光
他
。

• 対負荷最適化
• 対価格最適化
• シミュレーション



スポット応札前プロセス

水流入予測

需要・負荷予測

価格予測

収益最大化を目的関数とする発電設備ポートフォリオの最適化

翌日渡応札マトリックスの電力取引所への送信

フレキシブル水力電源：翌日スポット計画、入札、落札、時間前までの最適化反復と取引自動化

翌日スポット落札後のプロセス

応札結果の需要

予測の見直し

負荷を目的関数とする発電プラントポートフォリオの再最適化

システムへの発電計画の送信

調整量市場へのビッド

対市場価格最適化と、対義務負荷最適化（バランシング源泉）

最適解：黒線市場価格を収益化
できる発電ポートフォリオ。

価格最適化の結果画面

最適解：黒ポツ（・）の必要負荷供給を最も
安価に充足できる発電ポートフォリオ



マルチアセットの収益を、マルチマーケットに対し最適化：
（エンド・ツー・エンドの完成済ソフトウェアアーキテクチャー）

の
電源最適化
システム

の
電力取引
システム

Intraday

Balancing
Markets

Day-
Ahead

自動化

データ

太陽光・風力発電

水力発電

蓄電池

火力発電

時間前市場（イントラデイ）

需給調整力
市場

翌日スポット
市場

複数電源 <===>複数市場

分析=>予測=>最適化=>電力
取引=>データ捕捉のサイクル



実作業者用ユーザーのインターフェース
Operational user interfaces

業務プロセスの自動化
Process automation

データ管理と、時系列データのマネジメント
Data and time series management

最適化モデル
Optimisation models

デジタルソリューションパワー（ソフトウェアの集合体＝スイート）：
最適化ソフトと時系列データと電力入札・報告業務の、一貫高速自動化ソフト群

ニンバス 自動化
ダッシュボード

メッシュ
時系列データベース

自動化
フレームワーク

短期最適化
計算
モジュール

中期最適化
計算
モジュール

２種類の最適化ソルバーを
下に開発（標準化）



ユーザーは、全て設定が容易でテンプレートが豊富な画面を
簡単に作成可能（アルゴリズムやソフトウェアを気にせず利用可）

各種User Interface例



Enel」社～火力、水力、再エネの発電ポートフォリオ(30GW)を最適化

のポートフォリオ

• 火力 基

• 貯水池式水力 基

• 河川式水力 基

• 大型再エネ発電ポートフォリオ

収益の最大化と安全操業

事例：欧州最大級電力事業者が全発電ポートフォリオを一括最適化

発電ポートフォリオ詳細＝下記ご参照



欧州旧垂直統合型大手電機事業者と歩んだ全社計画業務DX化の道のり

複数発電アセットの

完全サポート

電力取引と発電デスパッチ
に共通ソフトを活用

＆

市場や技術（蓄電池等）の変
更に柔軟に対応 複雑系のシンプル化 物理的な複雑性と

詳細制約の取込み

主要実現要因
Key Enablers

5. ほぼリアルタイムで水系内のイベント自動
で確実に対応している Ensure close to real time hydro 

events are automatically handled within a watercourse

8. イントラデイ（時間前）市場における完全に

自動化された再計画サイクル Fully automated re-
planning in the intraday market

7. 追加売電用負荷をｘ％ずらす感度分析を

実施し始める Starting to explore production sensitivity
by allowing to deviate X% from the load in SELL

1. 垂直統合型電力会社の時代
Vertically integrated utility

4. マニュアルで作成した水力のプレ発電計画を利
用して、火力発電の最適デスパッチを求めた

Optimal dispatch of thermal
with manually pre-planned hydro

2. 電力市場の自由化
Market liberalisation

3. 最適ポジションと負荷の計算
Calculating an optimal position/load

年月をかけ自動化に

取り組んできた成果

6. 負荷ポジションの最適デスパッチを水力と
火力で柔軟に実施 Optimal dispatch of the position/load 

with flexible hydro and thermal

スマートパワーの導入以前 導入後



複数発電アセットの義務負荷に対する最適化（デジタル度合）：

供給設備属性データ：
蓄電池、揚水発電、
バイオ発電、ガス発電等

データベース
（静的・動的）

最適化計算式

業務自動化ソフト

ユーザーインターフェース上に

フレキシブル電源計画を策定

予測

情報

気象由来ファンダメンタル予測：
• 電力需要予測
• 太陽光発電予測
• 風力発電予測
• ダム・河川水流予測
• 連系線容量推移予測
• 各種化石燃料価格指標
• 設備稼働・停止・緊急情報

電力市場価格予測・実推移：
• スポット市場
• 需給調整市場
• インバランスペナルティー
• イントラデイ（時間前）市場

制御センター（コントロールルーム）

デジタル要素群：
大量データ（静的・動的）
複数ソフトウェアモジュール
最適化・シミュレーション、
アルゴリズム、自動化等



機会コスト計算に基づく蓄電池最適運転計画策定事例
リザーブキャパシティーを考慮した、最適化オペレーション収益計算システム

充
電

放
電

リ
ザ
ー
ブ

スポット
価格予測データ

蓄電池のパフォーマンス管理
台数制御、頻繁な最適化計算

蓄電池のリアルタイム劣化
シミュレーションと収益算定

（ より）

蓄電池
最適化
事例



フレキシビリティーを生む
デジタル・ソリューション事例紹介

主に、 の欧州事例を用いて）

予測（ファンダメンタル予測）
～需要、再エネ発電、雪解・降水流入量等
予測（価格）
～ 日先、 年先、欧州では 年先まで
発電収益最適化（短期、中期）
～市場価格に対する最適化、負荷に対する最適化
電力取引プロセス自動化
イントラデイ取引アルゴリズム



実需給直前までの大量の電力取引を支えるデジタル・ システム

出展： （ ）



電力自動トレーディングとポジション管理のデジタル化

欧州各市場に適合可能な自動トレーディングツール（顧客システムとの連携で利用）：

全契約情報の取り込み（フィジカル取引）
• 完全自動化
• トラブル対応容易

キャパシティー・マネジメント
複数 への 通告（日本では 一本にて全機能は不要）

欧州では から相対契約先の情報が通知され、システム上、齟齬が確認された場合
相手先に確認が行え、誤り

が訂正可能。欧州では、キャパ
シティーオークションに対応。

ポジションマネジメント
• 新規契約即時取り込み
• ディール単位のリアルタイム
ポジション・マネジメント

コントラクト・マネジメント
• ボリューム、価格を容易に変更
• ポートフォリオアレンジメント

出展： （ ）



フレキシビリティーを生む
デジタル・ソリューション事例紹介

主に、 の欧州事例を用いて）

予測（ファンダメンタル予測）
～需要、再エネ発電、雪解・降水流入量等
予測（価格）
～ 日先、 年先、欧州では 年先まで
発電収益最適化（短期、中期）
～市場価格に対する最適化、負荷に対する最適化
電力取引プロセス自動化
イントラデイ取引アルゴリズムトレードソフトウェア



～ 入札から、時間前までの自動トレーディングプロセス（ 上

出展： （ ）

電力取引ソフトウェア・システム



フレキシブルトレーディング

•エネルギー・トラン十ション（脱炭素化）に
より、電力供給における柔軟性の重要性が高
まっている。

•柔軟性のある電力取引は、柔軟性からの収益
を高め、且つ、インバランスを減らします。

•発電設備のタイプ（蓄電池や揚水発電を含
む）により、電力取引のプロセスも異なって
きます。
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